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緒 言

糞便潜血反応は胃 ・十二指腸潰瘍,胃 癌,そ の他

の消化器系疾患,特 に胃腸疾患の診断,経 過及び予

後判定に際して,胃 腸等よりの出血の有無を定める

上に欠 くべからざるものであり,又 その方法の簡便

なる事から臨床医にとつて最も頻繁且つ重要な検査

事項の一つに属するものであるが,他 面この反応に

おいては各種の要因に依る影響が強 く,又 数種ある

検査方法の種類によつてその鋭敏度にも差異が見ら

れるために,反 応の判定に当つてはかなり慎重でな

ければならぬ.

即 ち潜血反応陽性であつても,そ れが真に胃腸等

か らの出血 による ものであ る場合以外に,例 え

ば歯齦の出血の嚥下,咽 頭 出血,喀 血,血 痰 の嚥

下,血 尿,痔 核出血,婦 人で は月経血混入等,更

に血液以外にも膿,乳 汁の混入,鉄 剤或いは沃度剤

の服用,摂 取食餌の影響等を挙げる事が出来る.こ

の中でも特に注意すべきものは摂取食餌中に含まれ

る反応陽性物質の影響であり,こ れに関 して は既

に,池 谷1)海 老名2)北 林3)飯 野4) Boas5) 6) Adler7)

 Koniezkowsky8) Roaael9) Katochv10) Tortwaeagler11)

等の研究があり,更 には福島等12)渡 辺等13)等 によ

り詳細にわたる検討が加えられている.

ところで各種検査方法の鋭敏度及びその臨床的飯

値についても,従 来多数の研究者により検討されて

いる.例 えばLauda14)に よるとBenzidin法 は0.02

%以 下, Pyramidon法 では0.2～0.02%で あるとい

われ,一 般的にいつて前者は余りに鋭敏に過ぎる所

から,臨 床的には多 くPyramidon法 が用いられて

いる様である.

吾 々は日常の臨床的経験 か ら, Pyramidon法 で

さえもその成績判定に当つて本反応が臨床的実用上

余 りに鋭敏に過ぎるのではないかとの疑問を抱き,

本反応の実用性を検討するために,そ の第一段階と

して人血の経口的投与によるPyramidon反 応 の態

度を検討 して見た.

実 験 方 法 及 び 成 績

実験には当科入院患者を用いたが,そ の選択に当

つては重症患者は勿論除外し,長 期に亘る反覆検査

で潜血反応常に陰性の者を選んだ.患 者に与える心

理的影響を考えて,血 液の一定量を塩酸Limonade

約20～30ccに 混和し,又 患者の負担を少なくする

ために,胃 及び十二指腸Sondeに よる各検査終了

直後, Sondeを 通 じて入れるという方法をとつた.

患者投与法,血 液量については第1表 に示す通り

である.即 ち疾患別では肝炎及びその後遺症7例,

胆嚢症2例,機 械性黄疸1例,自 律神経失調症4例

であり,投 与方法 は胃Sonde又 は十二指腸Sonde

によるものであり,量 は0.5～7.0ccを 適宜用いた,

血液量と反応の強さ及び持続日数との関係は第2表

に示す通りであつた.尚 投与方法による影響を第3

表に示す.

実験に当つては前述の如 く潜血反応陰性の者を用

いたが,更 に正確を期するため,実 験前2～3日 及

び実験当日の朝の糞便を連続検便し,陰 性であるこ

とを確かめ,血 液注入後は毎 日検便を繰返し,反 応

が陰性化するまで継続 した.食 餌の制限は別に行な

つていないが,斯 くす ることによつて摂取食餌の

Pyramidon反 応 に及 ぼす影響は除外し得たものと

思う.

実験の結果は, 14例 中,中 等度陽性2例,陽 性7

例,弱 賜性2例,陰 性3例 という成績を得たが,そ
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表

第2表　 投与血液量との関係

第3表　 投与方法との関係

れを服用量より見 ると第2表 に示す如 く2cc以 上

では陽性, 1.5cc以 下 で は陽性陰性不定である.更

にその陽性の持続 日数も血液量が多い場合に長いが,

必ずしも比例関係はない.又 胃液酸度との関係を見

たのが第4表 である.

なお,結 果判定はPyramidon法 を 主とし,こ れ

にBenzidin法(Adler氏 法)Guajak法 及び参木,

上杉氏Benzidin潜 血 反応紙法を対照として適宜用

いた.

総 括 及 び 考 按

塩酸Limonadeに よ り前処 置 した人血を,胃

Sonde又 は十二指腸Sondeを 通 して投与し,そ の

糞便の潜血反応の腸性度と持続日数等とを観察した

のであるが,反 応が陽性を呈するに到る血液量を求

めるために,血 液の一定量を飲用せ しめて行なつた

実験のうちPyramidon法 に関する黒川15)の5cc,,

 Forshaw 16)の5cc及 び福島12)の7cc等 の結果に

比して吾々は2ccと いう低値を得た.こ の差異を,

人血の塩酸Limonadeに よ る前処置に帰すべきか,

或いは十二指腸へのSondeに よ る直接注入に帰す

べきかという点について検討を加えていないが,第

3表 に示す如く胃に投与する場合でも同様の結果を

得ているので,後 者には大した根拠はなさそうであ

る,又 塩酸Limonadeに よる前処置の場合第4表 に
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第4表　 胃 液 酸 度 と の 関 係

見る如 く投与血液量の多寡にもよるが諸家の報告す

る所と同様胃液酸度による影響が見られる点から,

血液の胃,腸 に於ける処理は単なる胃酸によるもの

でないか,或 いは塩酸Limonadeと 胃液との血液

に対する態度が異なるのではないかという事を想像

せしめるが,こ れについては今後検討を加えたい.

持続日数は第2表 に示す如 く,少 量の間は血液量

に比例するが, 5cc以 上 になるとこの比例関係はな

くなり, 4日 目以後は総てにおいて陰性となつた.

この結果より患者の潜血反応検査を行なう場合には,

約4日 間前もつて潜血反応陽性物質の制限を行なう

事の必要性が認められ,こ の結果は坂本の報告とよ

く一致する.

なお,十 二指腸液検査所見及び肝機能検査成績と

の間には,何 等一定の関係は見 られない.

結 語

胃Sonde及 び 十二指腸Sondeを 通 して塩酸

Limonadeで 前以て処置した血液の一定量を投与し,

その糞便の潜血反応検査を行なつた結果次の事実を

認めた.

1) 2cc以 上の投与では全例において潜血反応は

陽性となる.

2)胃,十 二指腸の何れに注入しても結果に大し

た差異は認められない.

3)胃 液酸度が高い程,潜 血反応陽性度は低い.

4)血 液 投与 量が大なる程持続日数は長いが,

 3cc以 上では必ずしも平行せず,又 全例において4

日以後は総て陰性である.
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An Experimental Study on Occult Blood in Feces

(Experiment by Oral Administration of Human Blood)
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Examinations of occult blood in feces were performed after a certain amount of blood 
treated previously with hydrochloric acid limonnde was given into the stomach or duodenum 

through a Levin tube. The follwing results were obtained.
1. All the cases were positive in the reaction after the administration of more than 2ml. 

of the blood.
2. No significant difference in the reaction between intragastric and intraduodenal administ

ration.
3. The intensity of the positive reaction became weak as the acidity in gastric juice 

became high.
4. The longevity of the positive reaction was prolonged with larger amount of the blood 

given but they were not proportional when the amount of more than 3ml. of the blood was 
administrated. After 4days all the cases showed negative reaction.


